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用せずにドック内に搬入し，自動的に据付，結合を行う ROTAS system を開発し，船首尾船体部
については別の専用ドックによる建造方式を採用し 最後に各船体部を結合して船体を完成させる分
割建造方式による生産システムの構想をまとめるとともに，これを稼動中の大型造船所において実現
させている。更に，この新しい生産システムに適した加工・組立ラインの専門化，組立・溶接作業の
諸装置の自動化，機械化の開発研究及びコンピユータを利用した諸管理システムの導入により，生産
性の著しい向上を達成している。
以上の成果は，船体建造技術に大きな貢献をもたらしたものであって，造船工学上寄与するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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